
2020 年 4 月 15 日 
日本サーバス東海北陸支部長 
N.S. 
 

内容 

１．近畿支部との合同支部交流会の中止について 

  ２．2019 年度の報告について 

３．会員の OT さんからのメッセージ 

 

 

サーバス東海北陸支部の皆様 

新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るっていますね。家にいてテレビを見ていると、いやでも恐怖

に駆られて、人に会うことでさえ、怖い気持ちになってきます。おけいこ事もほとんど中止になってい

るし、友達から遠ざかっています。サーバスの友達の国もほとんどコロナパンデミックの状態で、日本

よりさらに厳しい状態です。私事ですが母が 91 歳で亡くなりましたが(コロナではなく老衰です。九州

への移動は自粛ということで葬式でさえ、行けずじまいです。 

しかし、あえて違う面で見てみると、経済活動の低下や交通機関の停止で空気中の CO2 が低下し、中国

でも空気がきれいになっているということです。この影響で気候危機も少しは収まってくれたらと願い

ます。 

この時期、心がほっこりするメッセージを会員の O さんが facebook で発信していたので、お願いして

この会報でも転載を許可していただきました。のちに紹介します。彼女の母親としての優しい気持ちに

心が温まりますよ。 

 

１．3 月 29 日の支部会は新型コロナの影響で中止しました。 

6月の近畿支部との合同支部交流会も新型コロナの影響がまだまだ続いているので中止になりました。 

 

 



２．2019 年度の本部への報告 
 
2019 年 12 月末現在の会員数      

・ホスト会員（ 36 ）名・トラベラー会員（ 0 ）名  ２．新入会員（ 3 ）名 

・新年度は退会 1 名、休会 1 名の 2 名減で会員数 34 名になりました。     

・認定トラベラー（LOI を発行した会員）（ 8 ）名   

   内訳 ・ホスト会員（ ８ ）名  トラベラー会員（ 0 ）名  

・外国からのトラベラー 60 人     

    

・会報発行の有無（どちらかに○）  （ ○ ）有  （  ）無   

    ある場合の発行回数（ 5 ）回  

     

・支部会議・例会等開催状況（ 場所・参加者数・特記事項等） 

1/20(日) 伊勢市「おく文」 11 名参加  

 

宿泊を伴う最後の移動例会は「あいち健康の森」で 6 月に実施 

6/8,9(土)(日)「あいち健康の森」愛知県知多郡東浦町 14 名参加 2021,2022 の本

部体制を話し合う。 

 

10/19(土)  ゆうむ２５(EPSON 厚生年金施設)諏訪市 11名参加 サーバス旅行

をした人たちの話を楽しんだ。 

           

・支部における特筆すべき活動  

 

 

従来、年 2 回名古屋で例会を行っていて、年 1 回は各地を回って宿泊を伴う移動

例会を行っていたが、2019 年度で宿泊を伴う移動例会は終わりにし、各例会を各

地で行うようにした。それに伴い、2020 年度からは年 3 回各地で支部会(例会の名

称を変更)を行うこととする。宿泊を伴う支部会は原則として行わない。宿泊が必

要な会員は各自でサーバスホストにお願いすることにした。 

 

 

３． ＯＴさんからのメッセージです。 

 

世界中の状況が荒れていますが、ふと最近思ったことを書きます。 

私の四人の祖父母は、戦争を生き抜いてきてくれた。 

父方の祖父母は、幼い子の手を引いて、満州から日本に帰ってきてくれた。日本が戦争に負けて、満州

で貯めた貯金通帳のお金は全部無価値になったけど、命というかけがえのない財産を守ってくれた。 



（おまけ なんと、この貯金通帳が、今から 17 年前、戦後 58 年ぶりに大阪税関のご尽力の下、見つか

った！お金は戻ってこなかったけど、祖父は、お金のことよりも、その時代が懐かしいと涙して嬉しが

っていた。私はそんな祖父が大好きだった。） 

 

母方の祖父母は、沖縄のひと。 

どれだけすさまじかったのか、想像がつかない。 

 

いま、息子と一緒に手をつないでお散歩している平和な時間。しあわせな時間。 

今朝は、初めてカッパと長靴を身につけて、水たまりを触っては喜び歩くしあわせの道。 

 

タンポポを見つけては、「きいろ！きいろいっぱ～い！」と覚えたてのことばで元気いっぱいにおしゃ

べりしてくれる息子。 

 

でも、ちょっと世代を遡れば、生き抜くために必死で手をつないで、逃げてたんだ。 

爆弾や、銃撃や、盗賊から命を守るために逃げてたんだ。 

 

私は、いまの状況が一刻も早く落ち着いたらいいなと思っています。 

 

でも、祖父母たちは、長い長い終わりが見えなかった戦争という時代を生き抜いてくれたおかげで、今

の私や息子へと命のリレーが受け継がれたことに心から感謝します。 

 

耳にしたくないニュースばかり耳に入ってきますが、私たちの祖先は戦や、飢饉、天災など、数え切れ

ないほどのピンチを乗り越えて私たちに命のリレーをつないでくれました。 

 

まずはそのことに全力で感謝します(o^^o) 

ありがとう(o^^o)ありがとう(o^^o)ありがとう(o^^o)ありがとう(o^^o) 

 

愛と感謝がすべてです！ 

 

今日は、お洗濯物を畳ながら、 

タオルにありがとう！いつも水気を拭き取ってくれてありがとう！ 

 

腹巻きにありがとう！いつもお腹を温めてくれてありがとう！ 

 

息子のズボンにありがとう！いつも息子をかわいくしてくれてありがとう！ 

 

とひとつひとつ感謝の言葉を言って、 

自分の心を落ち着けました。 



 

私の大好きで尊敬する方に言われた言葉、 

「自分を上機嫌に保つのは笑顔の修行」 

 

この言葉を胸に、 

自分を自分で機嫌よく笑顔で保てる私でありたいです。 

 

祖父母は、みんな腹が座ってた。どんな時も落ち着いて、物事の良い側面に目を向けていた。 

そんな風に私も腹を据えてどんと来い！でいたい。 

 

私なら、きっとなれる！ 

だって、あのおじいちゃんおばあちゃんたちの孫なんだから！！ 

 

おじいちゃんおばあちゃん、みんなありがとう(o^^o) 

 

もっともっと強くたくましく生きるから、どうか見ていてね(o^^o) 

 

ここまで読んでくれた皆さん、どうもありがとうございます！感謝しています(o^^o)ありがとう！あり

がとう！ありがとう～(o^^o) 

 

 

 

発行者 東海北陸支部長 ＮＳ 

 


